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生につながる海外企業の誘致を提案！」をテーマに

プレゼンテーションを行った。

　さらに「基礎演習課題発表会」（1月9日）「留学

帰国者報告会（プログラム修了プレゼンテーショ

ン）」（7月11日、1月9日）「卒業研究報告会」（2

月2日）を開催するなど、学修言語を用いたプレゼ

ンテーションを通して、問題発見力・問題解決

力・自己表現力を磨く機会が多く設定した。

　さらに、同時通訳システムの使用としては、ゼ

ミナール主導で、中国語演劇を学園祭でのプログ

ラムとして毎年実施している。
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図１．外国語力スタンダード達成者の推移
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３．スマートでタフな交渉能力の養成

（１）「スマートでタフな交渉能力」の定義････････

　本学が育成を目指している「スマートでタフな交

渉能力」をもち、将来広く世界で活躍する「グロー

バル人材」の定義を確認した。それは以下の５項目

に集約される。

①卓抜した語学力：日中英トライリンガル

　・英語（TOEICスコア、他の検定はTOEICに

換算）

　・中国語（中国語検定、HSK、通訳案内士）

②知識・理解、汎用的技能（学士基礎力）：GPA

の値／文章読解力・文章作成力、定量的スキ

ル／情報リテラシー／学習の統合と応用力／

生涯学び続けるための知識と姿勢／社会適応

性

③コミュニケーション能力（スマートな交渉能

力）：相手の意見をよく聞き理解することがで

きる／相手の立場、意見・考えを尊重した上

で自分の意見を分かりやすく述べることがで

きる／過不足なく明快（論理的）に議論を展開

することができる／情報を発信する力／相手

に働きかける力／説得する力

④異文化理解とグローバル的視野（スマートな知

性）：日本の歴史、文化、習慣、社会情勢に関

する知識と理解／日本の良さを認識し、それ

を外国人にも伝えることができる／相手国の

歴史、文化、習慣、社会情勢に関する知識と

理解／相手国と日本の違いや共通点を認識し

ている／国際情勢、国際政治など時事問題に

関する知識と理解

⑤リーダーシップ ・コンビテンシー（タフな交

渉能力）：チームワーク（規律性、リーダー

シップ、自己の役割の自覚）／全体の意見を

調整し最適化を図る能力がある／好奇心と問

題発見力・状況把握能力と問題解決力がある

／創造的思考、企画・提案力がある／ビジョ

ンをもち、長期的に何事にも真正面から取り

組む力がある／自身のストレスをコントロー

ルすることができる

　この定義を基に人材育成教育を展開するととも

に、その素養を測定・評価する方法としてグロー

バルルーブリックを開発し運用している。ルーブ

リックによる評価方法は、各項目について学生の

自己評価に学生同士の相互評価、教員による他者

評価を加味して評価を行う。各項目は、スマート

でタフな交渉能力の定義を織り交ぜて設定されて

いることから、ルーブリック記入を通して、学生

たちは「スマートでタフな交渉能力とは何か」をよ

り具体的かつ詳細に把握できるようになっている。

（２）アクティブラーニング教室を活用した「スマー

トでタフな交渉能力」の育成････････････････

　「スマートでタフな交渉能力」を涵養する場とし

て開設された最新鋭のアクティブラーニング教室

は、学生や教職員の評価が高く、高い教室稼働実

績を上げている。「ゼミナール」、「基礎演習-2」、

「国際コミュニケーション1・2」、「日本語学演習

-1・2」、「日本語教育実習」、「学際演習」等の授業

が行われ、PBL（課題設定・解決型学習）や少人数

クラスによるアクティブラーニングを実施した。

総合政策学部と外国語学部との連携によるPBL型

の「ケーススタディ演習」は、このアクティブラー

ニング教室で実施され、「専門が異なる複数の教員

による講義」と「学生・留学生中心のディベート」が

展開された。たとえば、利害の対立する外交や経

営の問題に多角的にアプローチし、問題解決の突

破口を見つけ、ディベートのシミュレーションを

通して議論の難しさやおもしろさを体感し、双方

が納得できる交渉の基本スキルを身に付けること

を目指している。

　また、第三次中期計画の教育開発部会と連動

し、PBL（課題設定・解決型学習）や少人数クラス

によるアクティブラーニングの実施をさらに積極
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的に展開し、点検・改善も実施した。

　さらに、各分野で活躍しているグローバルリー

ダーを招聘した「グローバルセミナー」開催や、外

国語学部必修科目「コミュニケーション概論-1・

-2」に医学部・保健学部・総合政策学部の教員が登

壇し、分子細胞生物学（医学部）、病態生化学（保健

学部）、行動経済学（総合政策学部）の講義が展開さ

れた。自らの興味関心と講義内容の関連性を見出

すことで、学修の新しい切り口を得ることができ

るため、学生からはおおむね好評を博している。

語学学習のみならず学際的な教養を涵養する必要

性を十分に認識する機会となった。なお、平成27

年度も、他学科・他学部履修を推奨し、「卓抜した

語学力」を活かす「スマートでタフな交渉能力」の素

図２．平成26年度及び27年度にルーブリック評価を行った学生の例示
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地を身につける機会を積極的に創出した。

（３）ルーブリックによる「スマートでタフな交渉能

力」の測定・可視化････････････････････････

　平成25年度には「スマートでタフな交渉能力」を

測定するためのチェックシート（ルーブリック）が

作られ、「プログラム修了プレゼンテーション」や

「卒業研究報告会」で活用されている。また、平成

26年度からは、杏林大学がめざすグローバル人材

像を明確にし、その素養を学年ごとに可視化する

ことにより、学生のグローバル人材としての成長

プロセス、海外留学による成果なども合わせて可

視化する方法が構築され、運用されている。「ス

マートでタフな交渉能力」を評価測定・可視化する

ためのルーブリックでは、学生は自己が身に付け

るべき素養を明確に意識づけするとともに、４年

間を通してどのように成長したかを可視化できる

ようになった。

　ルーブリックによるグローバル素養の評価測定

（自己評価に相互評価を加える）は、大学在学中の8 

セメスター（4 年間）の中で1、3、5、7セメスター

の4 回実施する。1セメスターは入学時、3セメス

ターは海外留学前、5 セメスターは留学終了（帰

国）後、7セメスターは卒業前である。入学から卒

業までに評価・測定を4回実施し、これをレーダー

チャートやヒストグラムで比較することにより、

個々の学生の成長を可視化・確認できるように

なっている。

（４）プログラム修了プレゼンテーション（留学帰国

者報告会）と卒業研究報告会････････････････

　平成27年度もプログラム修了プレゼンテーショ

ン（留学帰国者報告会、7月11日、1月9日）と卒業

研究報告会（2月2日）を開催した。前者は、外部評

価者や専門が異なる教員からの質疑応答を通し

て、スマートでタフなディスカッションができる

ことを確認する機会となっている。参加学生は、

十分に時間をかけて準備し、かつ学修言語のみで

のやり取りをしなければないため苦労は大きいも

のの、やり遂げた充実感がその学修を推進させる

原動力となっているようであり、母語話者による

質疑応答に耐え粘り強く説明し切る交渉能力等の

上達度を測定することができた（外国語学部単独で

は7月11日、1月9日の年2回、全学規模での開催

は10月17日）。外部評価委員（第1回：中国外交

部・張智浩氏、テキサスA&M大学Waugh Yuki

氏、第2回：中国外交部・張智浩氏、チチェスター

カレッジJuliette Ryan氏）からは「話すことによっ

て語学力を継続し、伸ばすことができるため、こ

れからも積極的に言語を使う機会を探してほしい」

等のコメントをいただいた。

　後者は、大学での学びを完結させる毎年恒例の

イベントで、学修言語でのプレゼンテーションを

推奨しているが、日中英トライリンガルを育成す

るという観点から、部分的に母語を使用してのプ

レゼンテーションも可としている。卒業論文で取

り扱った研究テーマについてプレゼンテーショ

ン・質疑応答を行い、学士課程4年間の学修成果を

報告した。

（５）インターンシップ、ボランティアの推進･････

　本学では、語学研修や文化体験を含むボラン

ティアやインターンシップの機会を創出し、学生

の参加を推奨している。

　平成27年度にインターンシップに参加した学生

数は44名で、そのうちグローバル企業においては

6社7名であった。また、海外における日本語教育

インターンシップに２名が参加した。平成27年度

にボランティアに参加した学生数は延べ376名（う

ち外国学部75名）、うち、身に付けた外国語力を

用いたボランティアは69名（うち外国語学部41

名）、海外ボランティアは10名（いずれも外国語学

部）であった。
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（２）サポート体制･････････････････････････････

①留学のためのサポート

　海外研修や留学先に渡航する前に、本学に設置

してある語学学習システム（語学サロン・ライティ

ングセンター等）を用い、事前学習を行った。

　短期留学では引率教員が同行し、現地での生

活・学業面でのサポートを行い、中長期留学では

海外危機管理対策実施団体と連携し、24時間体制

で電話によるフォローが可能な体制を敷いてい

る。また、緊急連絡網の構築も行った。

②留学成果測定の実施

　ポートフォリオシステムにて留学中の報告書類

をウェブ上で提出するシステムを構築し、学生が

システム上で留学の振り返りが出来るようになっ

た。

　また、本システムにてグローバル人材としての

到達目標、学習達成度の測定をし、留学前後の成

果測定が可能となった。

③授業配信による帰国後の就職活動への配慮

　キャリアサポートセンター（就職支援部門）と国

際交流センターが連携して、留学中の学生（特に３

年次・４年次に留学中の学生）に対しては、イン

ターネットを通じて定期的に連絡を取り、就職に

関する情報提供や進路相談、エントリーシートに

関するアドバイス等を行うと同時に、本学外国語

学部のキャリア支援に関する授業「キャリア指導」

やキャリアガイダンスのネット配信事業を実施。

平成27年度は「キャリア指導」30コマの授業のう

ち、17コマのコンテンツを配信し、留学先での就

職活動サポートを強化した。

（３）留学・海外研修派遣実績／海外留学経験者就

職実績･････････････････････････････････　

　派遣プログラムの多様化を図り、従来の留学先

に加え新たな留学先（協定校）へ学生を派遣した。

図３．留学・海外研修派遣実績の年度推移（平成24年度～27年度）
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（６）企業が求めるグローバル人材像」について伺う

懇談会を開催･････････････････････････････

　12月7日（月）、昨年度に引き続き、第2回「企業

が求めるグローバル人材像」について伺う懇談会を

新宿の京王プラザホテルにおいて開催した。

　この懇談会は、海外への事業展開を行っている

グローバル企業５社から、自社のグローバル人材

育成の実態、求めるグローバル要素、グローバル

人材を育成するための社内教育等についてお話を

お伺いし、本学での教育事業に反映させることを

目的に開催された。

　はじめに、跡見学長より開催の趣旨説明があ

り、続いて各社の人事担当者から、自社の状況と

取り組みについて夫々説明があった。グローバル

人材に求められるものとして全ての企業に共通し

ていることは、語学力が高いだけでなく、海外と

対等に渡り合うことのできるリーダーシップ、コ

ミュニケーション能力とタフな交渉能力等が不可

欠としている点である。それに加え、海外現地ス

タッフと円滑に物事を進めるにあたり、人の模範

となり得る、人の信頼を得られる等の「人間性」も

グローバル人材として大切な資質の一つだという

意見も聞くことができました。また、語学力養成

の取り組みとして、海外支社等での研修、語学試

験の導入を積極的に行っている企業がほとんどで

あることが分かった。

　懇談会後半での意見交換は大変参考となるもの

で、企業からの要望、意見等を聴取する機会を定

期的に設け、それらを本学の人材育成プログラム

に反映させていく。

懇談会に参加いただいた企業

① 三井住友海上火災保険（損害保険）

② 日本航空（空輸）

③ 京王プラザホテル（ホテル）

④ ルネサスイーストン（半導体商社）

⑤ スリーボンド（製造）

（７）事業成果としての卒業後の進路（グローバル企

業への就職状況）･･････････････････････････

　本事業のアウトカムとして「海外留学経験者のグ

ローバル企業への就職状況」を検証しているが、本

事業の開始に伴い、海外留学を経験した外国語学

部生が、グローバル企業１） に就職した学生の数

は増加していることが認められる。

　平成27年度卒業生のうち、在学中に3ヶ月以上

の海外留学を経験した者が就職した60社のうち海

外展開している就職先は半数以上の26社に登り、

その割合は43％であった。

　就職先の業種では旅行、ホテル、運輸、サービ

ス、商社などに加えて、東南アジアを中心にグ

ローバル展開をしている小売や製造、外食などが

多いのが特徴となっている。



36

　また、平成27年度卒業生における海外留学経験

者での就職者数は71人であった。この就職先60社

のうち、海外展開している就職先26社の業種は図

４の通りである。

　海外展開している就職先の業種も同様に多様化

し、旅行・商社・製造・建設業などの世界情勢の

変動とともに注目されている分野が増加した。

図４．海外留学経験者のグローバル企業への就職状況（平成23年度～27年度）
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１） グローバル企業は海外事業所（子会社含む）を持っている企業のほか、訪日客に対応するために外
国語を使うケースが多い企業とした。



























 



平
成
27
年
度
事
業
成
果
報
告
書

杏

　林

　大

　学

文部科学省 補助事業 GGJ (Go Global Japan)

「経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成支援」

平成27年度事業成果報告書

杏林大学三鷹キャンパス　〒181-8611　東京都三鷹市新川6-20-2

井の頭キャンパス　〒181-8612　東京都三鷹市下連雀5-4-1

杏林大学　国際交流センター

文部科学省 補助事業 GGJ (Go Global Japan)

経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成支援

平成27年度事業成果報告書


